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知っていてほしい事実！

子宮がん検診で「要精密検査」になった場合、
100名中約１名（1.0％）が「子宮がん」と診断されています。

5年先の生存者数は100名中約95名

出典：国立がん研究センター 5年相対生存率

「子宮がんの疑いを含め異常（病気）の可能性がある」と判定されたので、詳しい検査が必要と

なります。検査はコルポスコープ検査、組織診･細胞診、HPV検査などを組み合わせて行います。

必ず精密検査を受けましょう

お問合せ先 宇部市保健センター（健康増進課）
TEL 31－1777 FAX 35－6533

裏面に宇部市内で精密検査が
受けられる医療機関を掲載しています

子宮がん検診で「要精密検査」になったあなたへ

子宮がんと診断されても早期がん（ステージⅠ）での発見なら
5年相対生存率は９５．３％です。

早期発見・早期治療が大切です❕

厚生労働省 令和２年度地域保健・健康増進事業報告の概況より



宇部市内で精密検査が受けられる医療機関

精密検査は保険診療となり、通常の健康保険診療・検査費用がかかります。また、病院
によっては別途選定療養費等が実費負担となる場合もあります。事前に精密検査を受け
られる医療機関へ連絡・確認の上、受診してください。

医療機関名 郵便番号 住所 電話番号

1 宇部興産中央病院 755-0151宇部市西岐波750 51-7229

2 江本智子ウィメンズクリニック 755-0022宇部市神原町一丁目4‐8 38-5111

3 永井レディースクリニック 759-0209宇部市厚南北五丁目2-45 44-1644

4 なわたクリニック 759-0202宇部市大字沖ノ旦686‐1 39-8737

5 はしもと産婦人科医院 759-0206宇部市大字東須惠1959‐10 45-0355

6 山口大学医学部附属病院 755-0046宇部市南小串一丁目1‐1 22-2068


